
小山市教育委員会会議録 

                                             （令和８年３月定例会） 

１．会議の日時及び場所                          

 日時 令和８年３月１７日（火）午後２時００分～午後４時４５分 

 場所 教育委員会室 
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こ ど も 教 育 課 長  佐 山 幸 代 

青 少 年 支 援 課 長  井 口 信 行 

子育て家庭支援課長  櫻 井 和 代 

保 育 課 長  中 林 健 一 

学 校 支 援 課 長 酒 寄 広 子 

生 涯 学 習 文 化 課 長  望 月 秀 展 

文 化 財 課 長  星 場 崇 徳 

生 涯 ス ポ ー ツ 課 長  篠 崎  武 

中 央 図 書 館 長  江 藤 和 枝 

博 物 館 館 長  佐 久 間 弘 行 

教 育 研 究 所 長  和 久  真 

こども政策課学校適正配置推進係長 池 澤 良 介 



５．書記 

教育総務課教育総務係長  前 田 千 穂 

教 育 総 務 課  田 崎 淳 子 

 

６．会議事項 

（１）報告事項 

①教育長  

②教育長職務代理者  

③事務局  

ア こども未来部部長  

イ 次長  

ウ 生涯学習部部長  

エ 次長  

オ 教育総務課 

・寄付受入れについて 

・教育委員会事務局行政組織機構の改編について 

・叙位叙勲の伝達について 

カ こども政策課 

・令和7年度学校運営協議会の実績報告について  

キ こども教育課 

・幼保小の「架け橋プログラム」の実施について 

ク 青少年支援課 

・小山市教育支援委員会答申の報告について 

・隣接校希望選択制による指定校変更の申請結果（二次申請）について 

ケ 子育て家庭支援課 

・５歳児（年中児）健康診査について 

コ 保育課 

・令和8年度小山市公立保育所について 

（２）審議事項 

（青少年支援課） 

議案第１号 小山市青少年育成指導員の委嘱について 

（生涯学習文化課） 

議案第２号 小山市社会教育指導員の任用について 

（車屋美術館） 

議案第３号 車屋美術館長の任用について 

（生涯スポーツ課） 



議案第４号 令和８・９年度小山市スポーツ推進委員の委嘱について 

議案第５号 小山市スポーツ推進審議会委員の委嘱についてて 

（中央図書館） 

議案第６号 「小山市読書活動推進計画」の策定について 

（教育総務課） 

議案第７号 サイバーセキュリティを確保するための方針について 

（３）協議事項 

（こども政策課）  

美田中学区学校適正配置等について 

（文化財課）  

小山市文化財保護審議会への諮問事項について 

（４）その他 

（こども教育課）  

小山市立学校職員安全衛生管理規程の新規制定について 

 

 

〇日高教育総務課長 

それではお時間になりましたので、ただいまより、令和８年３月定例教育委員会を始めさせ

ていただきます。濱口教育長よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

それでは皆さん改めましてこんにちは。どうぞよろしくお願いいたします。ただいまより3月

定例教育委員会を開始したいと思います本日の会議録の署名は高橋委員にお願いしたいと思

います。よろしくお願いします。 

それでは本日の議題に先立ちまして、協議事項のこども政策課からの「美田中学校区学校適

正配置等について」は現在検討・協議中の案件のものになりまして。こちらの案件につきまし

て、小山市教育委員会の会議規則15条に基づいて、秘密会という形を取らせていただきたい

のですが、よろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、これから先は秘密会とさせていただきます。 

〔秘 密 会〕 

〇濱口教育長 

はい、それでは、ただいまから 3月の定例教育委員会の方を始めたいと思います。私の方か

らですね、1 点、これ嬉しいお話をさせていただきます。この度、子どもの読書活動優秀実践校、

そして優秀実践園、優秀実践図書館、団体、個人、そういったいろんなグループの表彰がある



んですが、その中で、小山市立中央図書館が 2 度目の文部科学大臣賞を受賞することが決ま

りました。今までの実績が認められたことではありますが、なぜ受賞できたのか、一言では言

えないと思うのすが、図書館長がおりますので一言お願いします。 

〇江藤中央図書館長 

この度は皆様のご協力により子供の読書活動優秀実践図書館ということで文部科学大臣の表

彰を受けることになりました。この表彰は先ほど教育長からお話がありましたとおり、子供の

読書活動を推進するための実践を行っている学校や図書館、団体、個人を表彰するものです

が、中央図書館においては「小山市子ども読書活動推進計画」に基づき、ボランティアや関係各

課、学校等との連携体制のもと、「子ども司書養成セミナー」や「子どもと本をつなぐ講座」、ま

た学校での電子図書館の活用といった長年にわたる取り組みが評価されたものです。今後は

子どもから大人まで、全ての世代の市民を対象としたサービスの充実に取り組んでまいりたい

と思っておりますので、引き続きよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

〇濱口教育長 

はい、ありがとうございました。私の話は以上で終わります。続きまして、岩井委員お願いし

ます。 

〇岩井教育委員 

はい、それでは私の方は、3 月 6 日に下都賀地区市町村教育委員会連合会の定例会がござ

いまして、令和 8 年度の小中義務学校職員定期異動事務、令和 7 年度後期事業報告、令和 8

年度事業計画、令和8年度学事視察について議事がありましたが、全て承認されたということ

をご報告いたします。以上です。 

〇濱口教育長 

続きまして上野部長お願いいたします 

〇上野こども未来部長 

それでは、机上にございますこども未来部長資料の方をご覧いただければと思います。令和

8年 2月議会におけます一般質問と答弁内容につきましてご報告申し上げます。 

まずこども未来部ですが、資料にありますとおり本議会は 8 議員から 19 の質問がござい

ました。時間の関係上、各議員の主な質問と答弁をかいつまんで報告させていただきます。 

それでははじめに 1ページ上段の嶋田積男議員からは学校給食についてご質問いただきま

した。答弁では学校給食費の負担軽減につきましては、生活保護制度の適用を除き市内小中

学義務教育学校に在籍する児童生徒全員を対象とし令和 8 年度から実施する予定であり、ま

た金額につきましては小学校及び義務教育学校前期課程を対象に国が児童 1 人当たり月額

5,200 円を支援する方針を示しており、中学校及び義務教育学校後期課程につきましては県

が市との負担割合を協議し生徒 1 人当たりの基準額を設定し支援を行う意向を示しており、

令和 8 年度当初予算におきましては生徒 1 人当たり 5,900 円の支援を見込んでおります。

市としましては今までと同様の栄養バランスや量を維持するため令和 8 年度につきましては

想定される国・県の基準額を超える金額も含め小中義務教育学校給食費負担軽減事業として、



国の重点交付金等を活用し合計 8億 3,422万 4,000円を予算計上し保護者負担が生じな

いようにしてまいりたいと考えております。なお令和 9 年度以降の学校給食費の負担軽減に

つきましては国の制度設計や支援の継続性を注視しつつ、市の財政負担が過度にならないよ

う慎重に検討してまいりますと答弁させていただきました。 

次に 1 ページ中段になりますが荒川美代子議員からの５歳児健康診査についてご質問いた

だきました。答弁では本年度試行的に実施している５歳児健康診査は従来心理職や保健師が

市内幼児施設を巡回して実施していた５歳児健康相談事業の内容に加え小児科医が診察を行

うことでより専門的な立場から発育発達の課題の早期発見と必要時療育事業の利用等につい

て保護者に直接助言するなどスムーズな就学支援につなげるものです。今年度は試行事業と

して対象を市外の幼児施設通園児や健康相談未受診児及び幼児施設未在籍児としましたが、

令和 8年度からは巡回型の健康相談事業において経過観察となった児童も対象といたします。

具体的な事業の流れとしましては５歳児健康診査の対象となったお子様のいるご家庭に個別

通知を送付し、健診・該当日に市役所 3 階保健センターにお越しいただき、当日は問診・身長・

体重の計測、小グループでの集団活動及び心理職による行動観察、小児科医による診察・相談、

保健師による結果の説明及び保健指導を受けていただきます。その後必要な方には地区担当

保健師による継続的なサポートをさせていただきます。なお実施回数としましては従来の５歳

児健康相談事業に加え健康診査事業として 8 回を予定しておりますと答弁させていただきま

した。 

続きまして 3ページ上段になります森田晃吉議員から中学校の修学旅行費補助についてご

質問いただきました。答弁では小山市では今年度国の経済対策となる重点支援地方交付金を

活用し、昨今の物価高等の状況において修学旅行や高校進学に係る費用など、特に支出の多

い中学3年生、義務教育学校9年生等の保護者を対象にその費用の一部を支援することによ

り経済的な負担軽減を図ることを目的に県内の市では初となる生徒 1人当たり一律2万円を

補助することとし、2月 12日現在 1,491名に対し交付しました。なお経済的理由のため就学

が困難と認められる児童生徒等の保護者に対しましては、従来どおり就学援助費として全額

支給を行いましたと答弁させていただきました。 

次に4ページ上段になりますが佐藤忠博議員から小学校入学前の経済的負担軽減に向けた

入学準備金制度についてご質問いただきました。答弁では小山市の就学援助制度の目的は経

済的理由のため就学が困難と認められる児童生徒等の保護者に対し就学援助費を交付するこ

とにより義務教育を円滑に受けられるようにすることです。そのうち、入学準備金につきまし

ては、小学校・義務教育学校に入学されるお子様のいるご家庭で、ランドセルや体育着など、

入学用品の購入にお困りの方に対し、入学前にその購入代の一部を援助する準備金を交付す

ることで、経済的負担を軽減する役割を担っているものと考えます。これまでの支給実績につ

きましては、令和 4年度は、令和 5年度入学者に対し児童 1人当たり年額 54,060円を 51

件、令和 5年度は、6年度入学者に対し 1人当たり前年度と同額の 54,060円を 57件、令



和 6年度は、令和 7年度入学者に対し 1人当たり年額 57,060円を 45件となっておりま

すと答弁させていただきました。 

次に 4 ページ中段になりますが、細野大樹議員から、PTA 予算での学校備品の購入につい

てご質問いただきました。答弁では、PTA会費により建物の維持・修繕に要する経費及び備品

の購入に要する経費を負担するという問題につきましては、毎年 4月の校長会において PTA

会費から拠出しないよう周知しており、昨年度の全学校の PTA 会費決算書を確認しましたと

ころ、PTA 会費に負担をかけていない学校もございましたが、一部では補助費や援助費など

として拠出がある学校もございました。PTA会費からの拠出につきましては、地方財政法での

見解からも好ましいものではないことから、今後適切に運用されますよう周知してまいります

と答弁させていただきました。 

次に 5 ページ上段になりますが、大内晃子議員から緊急避妊薬についてご質問いただきま

した。答弁では、緊急避妊薬、いわゆるアフターピルとは妊娠を希望しないにもかかわらず、予

期せぬ妊娠の可能性が生じた場合に、性交後 72 時間以内に内服することで、高い割合で妊

娠を防ぐことができる薬であり、これまで日本では医師の診察を受け、処方箋をもらわないと

緊急避妊薬を手に入れることができませんでしたが、令和 8年 2月 2日から、要指導医薬品

として販売が開始されました。条件を満たせば処方箋なしで一部の薬局、ドラッグストアでの

購入が可能となり、市内の一部の店舗で購入が可能となりますが薬剤師の指示の下での服用

が必要となります。本市ではこれまで市ホームページ上に思いがけない妊娠の相談窓口のペ

ージにおいて、子ども家庭センターでの相談や初回の妊娠判定受診料を補助する事業のほか

県助産師会が運営する妊娠 SOS とちぎ、妊娠・出産・子育ての無料 LINE 相談窓口等におい

て情報提供してまいりました。今後はこれらのページに緊急避妊薬の効能・効果や入手方法に

ついても内容を追加することで予期せぬ妊娠に対し不安を抱える市民の方への情報提供・周

知啓発を強化してまいりますと答弁させていただきました。 

次に7ページ下段になりますが島朋幸議員から奨学金返還支援補助制度についてご質問い

ただきました。答弁では経済的な理由により就学が困難な方に学費等を貸与または給付する

奨学金制度を利用する学生は増加傾向にあると言われており、日本学生支援機構によります

と大学生の 2人に 1人が何らかの奨学金制度を利用しているという調査結果が出ています。

その一方で奨学金制度を利用することで就職後に返済の負担を抱え生活の質や経済的な安定

を損なう場合があることも示されております。本市では小山市奨学金と小山ふるさと未来奨

学金の 2 つの奨学金制度を運用しており、このうち小山ふるさと未来奨学金につきましては、

一定期間小山市内に居住し続けた場合、ボランティア活動への参加状況・学業成績等を勘案し、

奨学金の全部または一部の返済が免除となることから、卒業後の経済的な負担軽減に配慮し

た奨学生にとって負担の少ない制度となっております。また議員ご指摘のとおり既に貸与型

奨学金制度を利用している方の返済の負担軽減のために宇都宮市、益子町等においては奨学

金返還支援補助金が制度化されております。教育の機会均等等を実現し、時代を担う人材を



育成するため、本市の実情に即した制度の導入に向け先進自治体からの情報収集等に努め当

該補助制度について調査研究してまいりますと答弁させていただきました。 

次に、8 ページ中断になりますが、永田健一朗議員から、子ども誰でも通園制度の進め方に

ついてご質問いただきました。当面では、小山市では、令和 8 年 4 月からの法律施行に先駆

け、昨年 10月から、公立のやはた保育所及び出井保育所の2カ所において、乳児等通園支援

事業、子ども誰でも通園制度を試行的に開始しており、令和 8年度までの利用実績や、利用登

録者及び実際の利用者のアンケートから得られた意見や要望を、今後の事業拡大に向けた検

討に生かしていくことを考えております。この制度は、年度途中で事業開始となりましたこと

から、新年度に向けて改めて周知が必要と認識しており、現在は制度導入を主な内容としてい

る市ホームページの更新や、市及び関係窓口等で配布するリーフレットの作成を進めていると

ころです。また、民間保育施設事業者への事業拡大については、協議会や連合会を通じて、公

立保育所での試行結果を見定めた上で展開していくことで了解をいただいており、年数回開

催される園長会議や保育士等研修会の場を活用して、情報の共有と現況をご理解いただいて

いるところです。これらの取組は、次年度以降も継続してまいりたいと考えておりますと答弁

させていただきました。 

以上、時間の関係上、主だったものに説明させていただきました。詳細につきましては、後

ほどご覧いただければと思います。説明は以上となります。 

〇濱口教育長 

はい、ありがとうございました。続きまして、宮田次長をお願いします。 

〇宮田こども未来部次長 

はい、私の方は、ございません。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、篠原部長をお願いします。 

〇篠原生涯学習部長 

それでは同じく生涯学習部長資料というのをご覧いただければと思います。令和 8年 2月

議会の質問答弁内容についてご報告いたします。資料にありますとおり本議会は 5 人の議員

から 12 の質問がございました。各議員の質問・答弁をかいつまんでご説明させていただきま

す。 

はじめに福田洋一議員から摩利支天塚・琵琶塚古墳等整備事業についてご質問いただきま

した。答弁では国史跡琵琶塚古墳整備事業につきましては、令和 5年 12月に判明いたしまし

た現状変更許可申請の不履践等により整備を中断しております。その後、令和 6 年度に重機

使用による影響について検証を行い、古墳本体や地中の埴輪への影響がないことが確認され、

昨年 5 月開催の小山市国史跡琵琶塚古墳、摩利支天塚古墳整備委員会において、この検証結

果及び再発防止の取組についてご報告し、ご承認をいただいたことから、県・文化庁との協議

を進め、文化庁から昨年 9 月 19日付で現状変更許可をいただきました。今後は令和 9 年度

の整備再開を目指し、琵琶塚古墳の整備事業全体の現状変更許可申請に向け整備委員会での



合意形成を図りながら、県・文化庁と引き続き協議を進めてまいります。先人の残した文化財

は、かけがえのない文化遺産であるとともに、地域の宝であり、今後も古墳整備事業をはじめ、

文化財保護行政を適正に推進し、後世にその歴史的価値を伝えていきたいと考えております

ということで答弁させていただきました。 

続きまして小林英恵議員から 20 歳を祝う会の実行委員会のあり方についてご質問いただ

きました。当面では 20 歳を祝う会は市内 11 の中学校及び義務教育学校の会場に毎年実行

委員会を組織して開催しております。実行委員会の各学校を卒業されて 20 歳となった若者

及び会場校を担当する市職員等の概ね20人前後によって構成し、その活動内容としましては

20 歳を祝う会式典の準備や式典終了後の代表者による催し物の企画準備運営となっており

ます。開催状況としましては催し物の企画のため前年の 8 月と 12 月に各 1 回式典の前日及

び当日の合計 4 回実施しております。なお現在の開催方法につきましては平成 13 年から行

っているものですが令和 4年度に実施した 20歳を祝う会に参加した 20歳の方及び小山市

民の方への開催時期・時間・場所についてのアンケート結果をもとに本年度も継続して実施し

ているものですということで答弁いたしました。 

続きまして森田晃吉議員から視覚障がい者の福祉行政の中でおやまスプリングマラソンの

伴走についてご質問いただきました。答弁では 4 月に開催しておりますおやまスプリングマラ

ソンは過去2回の実績においては伴走者をつけた視覚障がい者の方の参加はございませんで

した。近隣のマラソン大会などでは大会要項の参加資格において単独走行が困難な方には参

加者自身で手配した伴走者の参加料を無料とする対応を行っている事例もございます。今後

の本大会への視覚障がい者の方の参加につきましては他の参加者との接触を防ぐべくスター

ト時の並び順やコース上での安全対策等他の大会や関係者の意見を参加に検討しランナーが

安全に参加できる環境を整えた上で対応してまいりますと答弁させていただきました。 

続きまして直井一博議員からサブカルチャー等の活用についてという中で e スポーツの活

用についてということでご質問いただきました。答弁では小山市においては令和 6年 3 月策

定の第 4次小山市スポーツ推進基本計画の中でデジタル技術を活用した新感覚スポーツの推

進を目的にVRスポーツを体感できるイベントの開催やeスポーツの大会誘致に取り組むこと

としております。令和 5 年に開催した小山スポーツフェスティバルにおいて仮想空間内を専用

のゴーグル使用により楽しむことができる「VR スポーツ」を児童に体験していただく機会を設

けたところ、多くの参加者から楽しかった、またやってみたいなどの意見をいただいたところ

でございます。今後の取り組みにつきましては小山スポーツフェスティバルでも VR スポーツ

を運営していただいた民間の e スポーツ団体等の協力を得ながら多くの方に興味を持ってい

ただけるようなイベント開催等を検討してまいりますということで報告させていただきました。 

最後、永田健一朗議員の方からスポーツの振興及び推進についてという中で合宿等の招致

活動についてということでご質問いただきました。当面では令和6年3月策定の第4次小山

市スポーツ推進計画ではスポーツを通じて交流人口の拡大や地域活性を図ることを目的に栃

木県スポーツコミッションに参加し、県と連携して小山市開運スポーツ合宿所を活用したスポ



ーツ合宿の誘致に取り組むこととしております。小山市開運スポーツ合宿所の利用実績としま

しては令和6年度が30団体 1016名うち22団体 822名が県外からのご利用であり令和

7年度は 1月末現在で 24団体 974名うち県外から 21団体 898名のご利用がありさら

に3月末までに6団体からご予約をいただいております。また昨年7月には世界少年軟式野

球大会出場のブラジル代表チームの事前合宿でもご利用いただきましたということで答弁さ

せていただきました。以上となりますよろしくお願いいたします 

〇濱口教育長 

はい、ありがとうございました。渡邉次長お願いします。 

〇渡邉生涯学習学部次長 

はい、私の方は、ございません。 

〇濱口教育長 

それではですね、今、両部の部長からお話があったわけですが、このお二人のお話、議会で

の質問事項なんですが、このことにつきまして何か、委員の方からございますか。よろしいで

すか。それでは始まって 1 時間を超えましたのでここで 10 分間休憩をとりたいと思います。

15分再開とさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

～休 憩～ 

 

〇濱口教育長 

それでは再開します。教育総務課日高課長をお願いします 

〇日高教育総務課長 

はい、教育総務課から報告させていただきます。1 ページをご覧ください。寄附受入につい

て報告いたします。まず、桜の苗木1本が植樹用として、大谷北小学校へ寄附がございました。

来客用スリッパ 40足が学校用として、豊田小学校へ寄付がありました。3行目、図書「釣遊秘

術釣師気質」から、CD「聖なる海の歌声」までの6件が、中央図書館へ寄付がありました。寄附

者につきましては、記載のとおりとなります。 

続きまして、2 ページをご覧ください。教育委員会事務局、行政組織機構の改編について報

告させていただきます。令和8年度教育委員会事務局では、こども教育課をはじめ５つの課に

おいて組織機構の改編が行われるため報告するものです。3 ページをご覧ください。こども教

育課では、青少年支援課の学籍・学校保健業務を移管し、業務効率化のために学務係が新設さ

れます。次に、保育課では、網戸保育所及び間々田北保育所を統合し、間々田中央保育所が新

設されます。また、民営化に伴い、もみじ保育所が廃止となります。生涯学習文化課では、公民

館施設の維持管理業務強化のため、維持管理係が新設されます。文化財課では、新博物館、

間々田のじゃがまいた伝承館の開館に向けた準備が本格化することから、新博物館・間々田の

じゃがまいた伝承館準備室が新設されます。生涯スポーツ課では、スポーツに特化した業務を

所管するため、施設管理係の名称が、スポーツ施設管理係に変更となります。さらに、サッカー



場、弓道場及びスケートボード場の整備を推進するため、施設整備業務が施設管理係から独立

し、スポーツ施設整備係が新設されます。次のページ、4 ページから 8 ページが市役所全体の

組織改編となりますので、後ほど参考にご覧ください。 

続きまして、9 ページをご覧ください。令和 8 年度の定例教育委員会日程表の案になりま

す。来年度の定例教育委員会の日時と会場及び教育委員さんに関係のある行事の予定や、参

考に議会などの日程を記載させていただいております。お忙しいことと思われますが、ご予定

のほどどうぞよろしくお願いいたします。続きまして、10 ページをご覧ください。叙位叙勲の

伝達について報告させていただきます。高齢者叙勲について、3月 3日に伝達してまいりまし

た。詳細は記載の通りとなります。教育総務課からの報告は以上となります。よろしくお願いし

ます。 

〇濱口教育長 

はい、それでは続きまして、こども政策課、田中課長をお願いします。 

〇田中こども政策課長 

はい、こども政策課になります。よろしくお願いいたします。報告事項は、令和 7年度の学校

運営協議会の実績報告についてでございます。ページは 11ページ、また別資料としまして、令

和 7 年度の学校運営協議会の実績報告についてという別冊の資料がございます。よろしくお

願いいたします。学校運営協議会を設置しまして、コミュニティスクールとなっている市内の

小・中・義務教育学校 34校の令和 7年度の実施報告書が提出されたことから、実績の報告と

なります。なお、豊田小学校と豊田中学校につきましては、2 校で一つの学校運営協議会を設

置しているため、報告書は 3３通となっております。 

詳細については別冊の資料の方をご確認いただければと思いますけれども、学校運営協議

会につきましては平成27年度に4校でスタートいたしまして、令和5年度までに全ての小中

義務教育学校が協議会を設置しましてコミュニティスクールとなり、それぞれの地域や学校の

実情に応じた特色ある活動を展開しております。去る 1 月 29 日には教育フォーラムおやま

2026 を開催いたしまして文部科学省のコミュニティスクールマイスターの四ツ柳千夏子氏を

講師にお招きしてコミュニティスクールや地域学校協働活動への理解を深めたところです。 

このフォーラムにつきましては小中義務教育学校の職員、学校運営協議会の委員、地域コー

ディネーターなど計 74 名の方にご参加いただきまして、改めて地域づくりの視点からもこの

学校運営協議会の活動というのが学校づくりだけでなく地域づくりの視点からも重要な取り

組みだというところを再認識したところでございます。来年度につきましても地域の特色ある

活動が活発に行われるよう支援をしてまいりたいと考えているところでございます。説明は以

上となります。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

続きましてこども教育課、佐山課長お願いします。 

〇佐山こども教育課長 



よろしくお願いいたします。こども教育課からは、幼保小架け橋プログラムの実施について

のご報告となります。よろしくお願いします。資料は 12ページからになります。令和7年3月

に策定されましたおやまこどもプランの施策と一つとなっております、架け橋期の充実の具体

的取り組みといたしまして、令和 8 年度より架け橋期のプログラムを実施することといたしま

した。小山市ではこれまでも、小山市幼児教育連絡協議会などを中心に、幼児教育と小学校教

育の円滑な接続についての取り組みを進めてまいりましたが、コロナ禍等もありまして、それ

ぞれの幼児施設や小学校の実情に応じて実施しているのが現状でございます。この度、栃木

県教育委員会からも、架け橋期の教育の充実推進事業の 2 カ年の研究指定を受けることとな

りました。モデル地区を選定しまして、このモデル地区の取り組みを市内の幼児施設や小学校

に広げていくことにより、小山市における架け橋期の取り組みの強化・促進を図ってまいりま

す。取り組みの内容、具体的な取り組みにつきましては、1７ページの組織図の方をご覧くださ

い。 

公立・私立の違いや、認定こども園・保育所・保育園・幼稚園などの多種多様な施設類型の違

いなどを考慮しまして、今回は、小山第一小学校と近隣の認定こども園・早蕨幼稚園、城山さく

ら保育園、白鷗大学・はくおう幼稚園、小山市立やはた保育所 4つの幼児教育施設をモデル地

区といたします。小山第一小学校を事務局といたしまして、互いの施設間の児童や教職員の交

流、情報交換を通じて、幼児教育から小学校教育への円滑な接続のあり方について、具体的な

取り組みを進めていただくことになります。 

小山市としましては、3 年スパンでの計画ということで考えておりますが、栃木県教育委員

会からの指定が 2 年であることから、経過についても随時情報発信をしていく見通しでござ

います。この取り組みのほかにも、幼保小の連携につきましては、管理職の理解が欠かせない

ことから、幼児教育施設の施設長、園長先生や所長先生及び、小学校の校長先生を対象にしま

した研修会を開催することも予定しております。市内 49 の幼児教育施設と、24 の義務教育

学校また小学校における架け橋地の取り組みが充実していけるよう、保育指導係、教育指導係

が連携をして支援をしてまいります。以上、よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい、続きまして青少年支援課、井口課長お願いします。 

〇井口青少年支援課長 

青少年支援課から報告が 2件ございます。 

小山市教育委員会より諮問された特別な支援を要すると思われる就学予定児や児童生徒の

教育支援について、小山市教育支援委員会より答申でありましたので報告いたします。資料

20 ページをお願いいたします。Ⅰ就学予定児の教育支援について、1 特別な支援を要すると

思われる対象児 228名分について関係機関から報告がございました。 （１）調査、面接につ

いては、教育支援委員会調査員２名が主に担当しました。（２）特別支援学校、特別支援学級が

適していると判断した人数は、特別支援学校が２５名、特別支援学級が９１名でした。（３）措置

状況としましては、特別支援学校が２２名、特別支援学級が６６名、通常の学級が２４名でした。



Ⅱ学齢児の教育支援について、１令和７年度中途措置替えの児童生徒数について、数値の大き

な項目として、通常の学級から特別支援学級への措置替え、通常から知的は小中を合わせて

21名、通常から自・情は 27名でした。 

資料 22 ページをお願いいたします。2、令和 8 年度特別支援学級入級対象児童生徒の教

育支援について。（１）次年度における就学措置の児童生徒数。数値の大きな項目として、②特

別支援学級から特別支援学級への就学措置８４名。これは主に小学校から中学校へ入学する

際のものとなっております。③通常の学級から特別支援学級への就学措置54名。特別支援学

級から通常の学級への就学措置 17名でした。 

資料 23 ページをお願いいたします。（３）教育支援委員会の判断が出ている児童生徒数の

学年別状況につきましては、小学校 155名、中学校９名合わせて１６４名でした。 

特別な支援を要する児童生徒は年々増加し、障がいは多様化重度化重複化しています。そし

て特別な支援を要する児童生徒は今後通常の学級にもますます多く在籍することが考えられ

ます。そのため通常の学級担任をはじめ全教職員が特別支援教育の理解を深めることが必要

です。特別支援教育担当者を中心とした教職員の周知に尽力してまいります。 

報告事項の 2 つ目です。資料 24 ページをお願いいたします。隣接校希望選択制による指

定校変更の申請結果、二次申請についてでございます。2、内容としましては、令和８年１月２２

日から２月４日に申請受付を行いましたので、結果を報告するものです。なお、小山第二中学

校，小山城南中学校は一次申請にて受入枠に達したため、二次申請での受入枠は設けており

ません。 

資料２５ページをご覧ください。隣接校希望選択制の二次申請の申請状況です。表の左上に

ある小山中学校を例として説明いたします。指定校が小山第二中学校であるが小山中学校を

希望した方が１名、同様に指定校が桑中学校であるが小山中学校を希望した方が１名でした。

表の右下にあるとおり、全体で７目の方が二次申請をしました。なお、一次申請の結果は、１２

月定例教育委員会にて報告させていただきました。現状では私立学校の入試結果等を踏まえ、

最終的な結果を整理しているところです。資料 26 ページからの隣接校地方選択制について

のご案内、２８ページ小山市立中学校通学区域に関する弾力的運用基準ともに変更ございま

せん。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

それでは子育て家庭支援課櫻井課長お願いします 

〇櫻井子育て支援課長 

子育て家庭支援課からは、資料 30 ページ、5歳児・年中児健康診査について報告させてい

ただきます。乳幼児健康診査については、母子保健法 12条に基づきまして、現在 1歳 6ヶ月

児健診、3 歳児健診を実施しております。その中で、出産後から就学前まで、切れ目ない健康

診査の実施体制の整備を目的とし、こども家庭庁が令和7年度から5歳児健康診査の予算措

置をするということになりまして、本市では、今年度、試行的に 4 回、5 歳児健康審査を実施

いたしました。この試行事業を受けまして、来年度から本格的に当該事業を開始することとい



たしました。事業の目的につきましては、3行目から記載させていただきましたように、5歳児

に健康診査を行うことで、子どもの特性を早期に発見し、特性に合わせた適切な支援を行うこ

とで、幼児の健康の保持・増進を図るということで、実施したいと思っております。なお、部長

の 2 月議会の答弁の報告にもありましたように、一番違うことといたしましては、従来の市内

幼児施設を対象に巡回している 5 歳児健康相談事業の内容に加えまして、小児科医師が診察

を行うことで、より専門的な立場から発育・発達課題の早期発見と、必要時、養療育事業の利

用等について、保護者に直接助言をする機会ができるということで、スムーズな就学支援につ

なげるものでございます。 

対象者につきましては、満 5歳を迎え、市外の幼児施設に通園するもの、市の巡回型の健康

相談の未受診時、幼児施設未在籍時に加えまして、来年度につきましては、巡回型の健康相談

事業において、経過観察になった児というふうにさせていただきます。 

31 ページの方に事業の流れが記載してございます。それから 32 ページの方にはですね、

５歳時健康診査の流れということで、こちら第 1段階、第 2段階ということで、お示ししており

ますが、国の方では、やり方といたしましては、集団健康診査方式、いわゆる 1 歳 6 歳児健康

診査や 3歳児健康診査のように、全てのお子様に集団、会場に来ていただいて、健診を行うス

タイル、もしくは、小山市が採用しました巡回相談を一度やって、その後ですね、第 2 段階とし

て、経過観察児のお子様を対象にした方式をやっていいというふうにしておりまして、小山市

は検討の結果 2 段階方式ということで来年度はやっていきたいと考えているところでござい

ます。第 1 段階として通常の巡回相談を行い心理職の先生たちにも入っていただき幼児施設

の先生方にもカンファレンスに参加していただいた結果でその後経過観察になったお子様に

対して第 2 段階ということで市の健康診査にお越しいただいて小児科医師による健康診断と

いう形で実施を予定しております。 

他の健康診査と違うところとしましては事後のカンファレンスにも小児科の先生に入ってい

ただけるというところが 1 歳 6 ヶ月や 3 歳の健診と違うところということでより詳しい病状

原因やカンファレンスでの検討結果を踏まえた保健師による支援もできるというふうに考えて

おります。以上をご説明させていただきますよろしくお願いいたします 

〇濱口教育長 

はい、続きまして保育課中林課長お願いします。 

〇中林保育課長 

34ページでございます。この4月からの公立保育所について、大きな変更点は2点となり

ます。 

まず 1 つ目といたしまして、現在、じゃがまいた伝承館の建設予定地に仮園舎を建てて保育

を行っております、小山市立間々田北・網戸保育所につきましては、新園舎が完成いたします

ことから、現在の国道 4 号西側から国道 4 号東側、天理教大教会の東南側にあたります小山

市大字間々田７９０番地に移転いたしまして、名称も新たに小山市立間々田中央保育所として

開所させていただくこととなりました。 



2つ目といたしまして、現在、株式会社オリジンの社用地の一部をお借りして、仮園舎での保

育を行っております公立のもみじ保育所でございますが、こちらは、4 月より社会福祉法人栗

の実の運営によります新園舎、名称ももみじ保育園に変わりまして、昨年まで公立のもみじ保

育所が立っていました、小山市暁 3 丁目 11-2 において保育を開始する予定となってござい

ます。こちらの変更に伴いまして、資料の中段、議案書下に、記載させていただきましたが、公

立保育所が 7から 6に 1カ所減ります。私立保育園が 24から 25へ 1つ増えます。認定子

ども園が 16 で変わらず、私学幼稚園が 2 園で変わらずですので、施設数といたしましては

49施設ということで、増減がない形になってございます。 

また、間々田中央保育所につきましては、2 月末に教育委員の皆様にも郵送にて、ご連絡を

差し上げたところでございますが、今週の金曜日に、開所式を挙行できる状態にまで進捗して

ございます。午後に近隣住民及び関係者の方に向けた見学会の方を開催させていただきます。

工事完了後でないと実施出来ないため、ここまで遅延いたしまして、彼岸の中日ということで、

なかなかご多用かと思いますが、30 年ぶりに小山市が建設した公立保育所でございます。ぜ

ひともご覧いただければというふうに考えてございますので、ご臨席の方を頂戴できればと

いうふうに考えてございます。時間は午後 1 時から 45 分までとなっておりますが、それ以降

も保護者向け見学の時間をご用意してございますので、ご都合のつく時間にお立ち寄りいた

だければというふうに存じます。保育課からの報告は以上でございます。よろしくお願いいた

します。 

〇濱口教育長 

はい、ありがとうございました。それではですね、結構いっぱいありましたので、この報告事

項、教育総務課から今の保育課までのところで、委員の皆様いかがでしょうか。何か質問、意

見等ありましたらお願いします。はい、荒井委員お願いします。 

〇荒井教育委員 

はい、すみません。9 ページの定例教育委員会の日程で、ちょっと 11 月は県の方の研修会

と教育委員会と、これ同じ日が被ってますけど大丈夫ですかね。それと2月の教育委員会の表

彰式、例年 3月にやっていたものを今度 2回にするということで前倒しということでしょうか。 

〇日高教育総務課長 

例年、今まで教育委員会の表彰式は2月を予定していたのですが、たまたま今年度が遅くて

3月でしたので、通常にということで、来年度は 2月を予定しています。１１月の予定について

は確認いたします。ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

はい、他にいかがでしょうか。高橋委員お願いします 

〇高橋教育委員 

30ページの５歳児の健康診査についてお伺いしたいのですが、新たに小児科の医師が加わ

るというところなんですけれども、この医師は何か発達障がいの専門であるとかそういった決

まりがありますか。それとも嘱託で指名された方がいらっしゃるのかお伺いします。 



〇濱口教育長 

はい、櫻井課長お願いします。 

〇櫻井子育て支援課長 

今回、健康診査に従事していただく医師の先生方につきましては、小山地区医師会にご依頼

を申し上げまして、市民病院の野崎先生が小児発達・神経のご専門医なのですが、その他の先

生につきましては、小児神経のご専門医ではございませんが、小児科医という立場で、ご協力

をいただくという形になっております。国でも、小児神経医でなければならないという、そうい

った縛りはございませんので、小山地区医師会にご協力をいただき、お願いをした形になりま

す。 

〇濱口教育長 

はい、他にいかがでしょうか。岩井委員お願いします 

〇岩井教育委員 

それでは 11ページの学校運営協議会実績報告ということで、この報告書自体についての直

接的な質問ではないんですけれども、協議会の運営に関して、実は自分、校長会の時の懇親会

の席で、中小学校、穂積小学校、美田小学校の校長を 3人呼んで、学校運営協議会を合同で開

催するような運営にしたらどうでしょうかということで、その時はそうですね、一応言ったんで

すけれども、今後適正配置等に向けてですね、今回も学校運営協議会の会長が会議にも来る

ことですし、この学校運営協議会の開催を 3校で、1年に 1回とは限らず、議題も直球的に適

正配置ってことじゃなくてもいいと思うんですけど、3校の学校運営協議会の合同開催みたい

な運営日程を設けるようなことは、どちらから働きかけてそんなことが開催できるでしょうか。

そもそもそんなことができないのかどうか分からないですが、必要なことかなと思うんですよ

ね。 

〇濱口教育長 

学校運営協議会、小中一貫コミュニティスクールで、どうでしょう。3 校合同とかということ

になると佐山課長いかがでしょうか。 

〇佐山こども教育課長 

学校運営協議会はそれぞれ学校なんですけれども、合同でやるということについては差し

支えないと思います。学校をどうするかということについては、それぞれの学校運営協議会の

委員さんなどで話し合っていただくということが必要になってくるかなということになります

ので、そこは今回いろいろなことを共に考えていかなければならない地区ということに関しま

しては、働きかけをこちらからもしていくとかということで、意見を吸い上げながらということ

になるかなと思っています。 

〇岩井教育委員 

まだ時期早々ですかねそこまでいっちゃうと。 

〇田中こども政策課長 



今後その適正配置というところでこれから一緒になっていくという中で、例えば、全部では

なく議題をそういった部分にポイントを絞った上で例えば我々が組織する検討委員会ではなく

それぞれの協議会としてお話をしていただく機会を設けるようなことであれば可能なのかな

というふうに感じましたが、なかなか委員さんも皆さん大変お忙しい状況でありますので予定

が皆さんも揃うかとかその辺の課題はあるかと思います。 

〇岩井教育委員 

そんなところからとりあえずステップアップしてほうがいいかもしれないですね。わかりまし

た。 

〇濱口教育長 

他にいかがですか。はい、大橋委員願いいたします 

〇大橋教育委員 

すみません、3 ページ。高橋委員の方からのご質問の後にと思ったのですが、小児科医師の

ことでなんですけれども、市民病院の野崎先生は、小児科と内科小児科となるとまたちょっと

違うんですけれども、大変申し訳ないんですけれども、市内の先生の名前を教えていただいて

いいですか。 

〇櫻井子育て支援課長 

実際にはですね、小児科ご専門の先生にお願いをしております。市民病院の、先ほど名前申

し上げてしまいましたが、野崎先生のほか、医師会長も小児科医でございます。はい、標榜とい

たしましては小児科ご専門医ということでお願いをしています。 

〇大橋教育委員 

ごめんなさいね。ちょっと答えに苦されたと思うんですけども私も現職時代に幼児健康診査

をやってきましてね。あの 4 ヶ月から始まって 1・6 とか 3歳とかって本当はその学校上がる

前の 5 歳児でね。健康診査ができるといいなという。やっぱり 3 歳くらいまでとまた 5 歳っ

て全然変わってきます。発達の程度も。なので5歳児ってすごく大事な時期なので今まで相談

だけだったけれども医師が入るということは私も大賛成なんですけども、先生によっての見立

てがだいぶ違うっていうのがあるのでお伺いました。 

〇櫻井子育て支援課長 

小児科の先生方に関しましては、今年度まず試行事業を実施するにあたりして、説明会の方

を実施させていただきました。なおかつ、国がマニュアルを出しておりますので、そのマニュア

ルについても情報提供をさせていただいて、正直研修会というまではできてはいないのです

が、そのような形で、なるべく先生方による見立ての差をなくすという意味でも、説明会、マニ

ュアル提供、そしてカンファレンスに心理職の先生も小児科の先生も入っていただくという形

で、最終的な結果を、もちろん当日、親御さんの方には、3歳児健康診査と一緒に、当日の結果

のご説明という形ではさせていただいてしまうのですが、その後にカンファレンスをしまして、

今後の支援方針の見立てを、最終的に全員ですることによって、なるべく差をなくす形で努力

をしていきたいと思っておりますので、ご理解いただければと思います。 



〇大橋教育委員 

一緒に保健師の質問も多分バラバラだと思いますので研修会などで、資質を高めていただ

けたらと思います。どうぞよろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

他にいかがでしょう。はい、岩井委員お願いします。 

〇岩井教育委員 

すみません、24 ページの隣接校選択の、これ全く本件に関する質問ではないので、単なる

ご意見だと思って聞いていただいていいんですけれども。この隣接校希望選択制指定校の弾

力的運用というような文字を見たときに、自分は 4月 1日からスタートする教育支援センター

についての関連的な、前回質問したことと同じようなことをちょっと考えたんですね。4 月 1

日から小山市でも初めて教育支援センターが立ち上がって、それぞれの中学校でどれだけの、

果たして不登校の子どもというか、それが集まるかというのはわからないんですけれども、そ

の時に不登校、前回も質問したように不登校になった原因が、もし人間関係的なことであると

すれば、本来であれば小山中学校の教育支援センターに行くところを、隣接の中学校区を希望

すること、あるいは転校することもできるみたいな、そういう隣接校に行けるような、弾力的に

教育支援センターを選ぶ、弾力的な扱いをしてもいいのかなというふうに考えました。いかが

でしょうか。 

〇井口青少年支援課長 

ただいまのご質問にお答え申し上げます。聞いていながら、なるほどと感じた次第です。現

状といたしますと、校内教育支援センターを利用したいと考えている児童生徒が数十名いるで

あろうという学校もあればもしかすると数人しかいないかもしれないという学校もあると想定

しております。令和8年度にスタートしていきながらどんなニーズが出てくるのか、どんな改善

案があるのかというところを一つずつ集めてまいります。またアルカディアもございますので、

市全員から集まることもできます。アルカディアは現状として高められるものは何か、増設で

きるだろうかということも含めまして今様々なご意見をいただきながらより良い形に仕上げ

ていきたいと思っておりますので、ありがたいお話であると思います。 

〇濱口教育長 

他にいかがですか。荒井委員お願いします。 

〇荒井教育委員 

１２ページの幼保小の架け橋プログラムについて。幼保小の架け橋プログラムの組織として

いますので、一貫して見ていくのに。私も何年か前に、この幼小連携のところで各小学校が、多

分、つなぎをスムーズにということでスタートカリキュラムを作ってましたよね。今もそれとい

うのは生きているわけですよね。それもありつつ、今回はモデル地区ということだから、さら

にバージョンアップしてということで、つなぎの部分を強化していく。そこに、教育委員会も関

わっていくという、そういう捉え方でいいんですね。 

〇佐山こども教育課長 



ではお答えさせていただきます。今の委員がおっしゃったように小学校の方では入学時に

は生活科を中心としたスタートカリキュラムということで、教科を限定しないと言うのでしょう

か、授業時間 45 分の中でも例えば算数の順書数の学習をしなばら、体育の整列の仕方をや

るなど、そういうことをゴールデンウィーク明けぐらいまでを計画的に進めているのが実情で

ございます。併せて、幼児教育施設の方でも、アプローチカリキュラムということで、今後小学

校に入学するにあたって、例えば、午睡の時間を減らすなど、スムーズに小学校の生活に慣れ

ことができるよう取組を進めてくださっています。このスタートカリキュラムとアプローチカリ

キュラムをあわせて、架け橋プログラムと呼んでいます。小学校側からみれば、入学時がゼロス

タートではないということ、すでに幼児教育施設ではこれだけ育っていますよというを知るこ

と、そして、幼児教育施設の先生方や園長先生の側からは、今の保育がどのようにつながって

いくのかを意識しながら指導にあたっていただくこと、こうしたことを、互いにもっと知ること

が円滑な接続につながっていくのではないかということが、課題でございました。 

小山市としましては、公立や私立など多種多様なそれぞれの取り組みをされている幼児施

設がございまして、そこの先生方とどのようにつながっていくかということを、これまでも課

題としては進めてきたわけですが、今回はそのモデル地区ということで、幼児教育施設のいろ

いろな類型、保育所、保育園、あとは認定こども園、あとは幼稚園ですかね、ということのそれ

ぞれを、小学校の先生方とかどんな取り組みや保育をしているのかを知ること、例えば帰る時

間が違うわけですよね。認定こども園さんの場合は。1 号認定 2 号認定どんなふうにそういう

子供たちが生活しているのかということをやはり知ることも大切かなということと、幼児教育

施設の方々が、もっと入学する学校が違っていても小学校ということでどんなところなのかな

ということを知るために、学区を第一小学校とさせていただいて、知ることで子どもたちへの

保育につなげていただくこと。そんなことを取り組んでいただいてよかったところとか課題と

かということを小山市として、行政で考えることそれぞれの学校で考えていただくことという

ことを明らかにしながら進めてまいりたいというのが今回の趣旨でございます以上よろしくお

願いいたします。 

〇荒井教育委員 

よくわかりました。 

〇濱口教育長 

他にいかがでしょうか。高橋委員お願いします。 

〇高橋教育委員 

今と同じことに関してなんですけれども、家業で幼稚園から小学校6年生までを見ているこ

とがあって、そこでよく幼稚園の先生とかからも話題になるのは、幼稚園保育園では年長さん

として一番上で扱われるのに、小学校になると一番下になってしまうということで、また幼児

がえりとかも環境が変わるということもあるけれども、そういうふうになるというのをよく聞

いていて。実際に見ていてそれを感じるんですけれども、こういったような感じで幼稚園でど

んなふうに扱われてきたかとか、小学校でどういうことをしていくかというのをお互いに情報



交換することで、その子を一貫して一番上の子から下になるというよりは一貫した人格として

見ていただけるのであれば、保護者としても少し安心があるのかなと思います。 

〇濱口教育長 

他にいかがですか。奥中委員お願いします。 

〇奥中教育委員 

私も 2 年くらい前に学校運営協議会のメンバーで、私は自治会のいろいろな意見を学校に

伝えたいというので入っていたのですが、6、7 年やったんでもう辞めたんですよ。辞めるとい

うことを伝えた際に、校長が辞めないでくれ、辞めないでくれって言われて、それでもう無理し

て辞めちゃったんです。探すのがやっぱり大変みたいなんですよ。この学校運営協議会の実績

はおそらくコミュニティスクールになっていろいろな実績が出てるんだろうと思うんですね。で

すからこれから本格的にさらに良い実績が出ると思うんですが、委員の選任についてちょっと

心配してるんですよ。教育委員会に選任について相談はあるんですか。 

〇田中こども政策課長 

把握している限りでは、特にいただいておりません。 

〇奥中教育委員 

そうすると委員を 1回選ぶと長くなる。もう 10年くらいになるから、10年くらいやってい

る人も多分いると思うんだね。その人を代えようとすると、やっぱり選ぶのに大変。それだけ

経過を知っていて、地域でもそれなりに評価をされている人なんかを探すのは大変だと思う。

だから兼ね合いがあると思うんだけど。課題を見てみると、委員の専任が大変だみたいなの

が何校かから出てるよね。だからそういうので、なかなか教育委員会も難しいかもしれないけ

ど、アドバイスできるっていうか、こんな風にやったらいいとか、いい実例を紹介するとか、そ

ういうのがあるといいのかなと思っている。担当課としてはどうですか。 

〇田中こども政策課長 

今、委員の方からお話がありました、そもそもの担い手が、やはり確保しにくくなっていると

いうあたりというのは、やはりその地域そのものが、今の社会の中では、自分の仕事以外で担

うものを持つということ、どうしても難しくなってきているというところがあります。また、豊

田中学校で記載されている中でも、実際その委員さんの連絡手段というのが、今、郵送になっ

ていると。これはいろんな年代の方がいらっしゃるので、おそらく一番デジタルが苦手な方に

合わせて、そういうやり方をやっているんだと思いますが、やはりそういったところというのが、

例えば、メールでやり取りをするとか、そういうふうに、効率化できる中、なかなかそういう部

分ができていないとか、あとは、開催の時間ですね。運営協議会自体は昼間の時間であったり

するので、なかなか日程調整が難しいとか、そういったところというのが、本当はもう少し、例

えば、オンライン会議をやるとか、そういうふうに、今の働き方であったり、社会の実情に合わ

せて、委員さんのやり方に沿うようなやり方を、本当は取れれば、やりやすくなって、それが結

果的に、いろんな方の参加につながるんじゃないかなとは考えておりますが、現状として、な

かなかそこまで難しいというのが、学校運営協議会を続けていく中では、実際にご参加いただ



いている方のお考えを見る中では、確かにそれぞれの学区では難しいのだろうな、というふう

なことは実感をしております。 

やはりそういう手段なんかを考えていくというのが一つのこれからのやり方としては必要で

はないかと感じています。 

〇奥中教育委員 

引き受けやすい環境を作ってやるっていうことも今ね、課長が言ったように。委員になれる

可能性を広げるんじゃないかと思うんですよね。あんまり高齢者だとちょっと無理かもしれな

いけど。それとさっき岩井委員がちょっと話をした、3校合同でどうかとかさ。それは私がやっ

ている時にも羽川小の学校運営協議会と桑中の学校運営協議会を 1 年に 1 回ぐらいは合同

でやったらどうかという提案をしたんです。それは同じ学区の中でだいたいみんな桑中に行く

のでいろいろな情報が通じていた方が地域的には非常に便利というふうに思いますね。だか

らあんまり利害関係が出るような項目については難しいかもしれないんだけどそうでないも

のはできるだけいろんなグループと話し合いができるっていうのは悪いことじゃないと思う

んでね。交流を深める点からもぜひ進めてもらいたいというふうに思います。 

〇濱口教育長 

はい、ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

〇日高教育総務課長 

来年度の定例教育委員会の日程につきまして修正をお願いしたいと思います。９ページにな

ります。11 月の定例教育委員会の日程ですが、こちらの 12 日の木曜日と記載してあります

が、こちら 13 日の金曜日の間違いですので、11 月の 13 日の金曜日の方に修正をお願いい

たします。教育委員さんにつきましては、この後修正版をお送りいたしますので、よろしくお願

いいたします。大変失礼いたしました。 

 

〇濱口教育長 

はい、それでは、これまでの報告事項に関する質疑はよろしいですか、報告事項につきまし

ては、以上で全て承認という形でよろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい、それではですね、審議事項へ入ります。審議事項は一つずつ進めていきたいと思いま

す。青少年支援課井口課長より、議案第 1号説明をお願いします。 

〇井口青少年支援課長 

青少年支援課でございます資料は 38ページをお願いいたします 1件目は小山市青少年育

成指導員の委嘱についてです。趣旨は、任期満了にともない設置規則に基づき、委嘱するもの

です。任期は令和８年４月１日から令和１０年３月 31日までの 2年間です。委嘱者の氏名等で



すが、内訳は再任 60 名、新任 6 名、合わせて６６名です。令和７年度は６８名でしたので２名

減っております。その内訳ですが、小山城南中学校 1名豊田中学校 1名でございます。 

資料 44ページをお願いいたします。小山市青少年育成指導員規則です。職務につきまして

は、第 2 条に記されたとおりですが、具体的活動としましては、街頭指導がございます。街頭

指導には、中央指導と地区指導があります。中央指導は小山駅周辺を月５回程度巡回します。

地区指導は地区ごとに月２回程度巡回します。この際、指導員は帽子とベストを着用していま

す。他の活動としましては、小山の花火の際の巡回指導、高等学校の教員や PTA と合同で駅

構内や電車内の巡回指導、小山駅や間々田駅に設置された白ポストを通した環境浄化活動が

ございます。第３条には定数７２人、任期２年としています。 

資料39ページにお戻りください。名簿のNo.1総括指導員は年齢が基準に達したことによ

り、前回と同様に小山警察署を通して引き継がれました。名簿には年齢も示されております。

運用基準には任命時に７５歳未満となっています。１０期以上の方は２０人となっています。青

少年支援課からは以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします 

〇濱口教育長 

はい、それでは議案第 1 号について今説明ありましたが、質問ご意見等がありましたらお願

いいたします。はい、高橋委員お願いします。 

〇高橋教育委員 

知識不足で申し訳ないんですが、この指導員の方々はどのような基準で任命されるのでし

ょうか。それともご自身でご希望されているのでしょうか。 

〇井口青少年支援課長 

ただいまのご質問にお答え申し上げます。各地区で辞める方が出た場合、各地区の中で後

任の方を見つけていただいています。ただその過程の中で見つけやすい場合となかなか見つ

けられずに苦労する場合があるということも今年の課題として伺っております。以上でよろし

くお願いいたします 

〇高橋教育委員 

持っているべき資格とか何か研修を受けるとかそういったことが必要でしょうか。 

〇井口青少年支援課長 

そういったものはないと認識しております。よろしくお願いいたします。 

〇岩井教育委員 

私のことでございますが、11 年ほど美田地区で務めまして、今回退任することになりまして、

ご報告いたします。私の方、やっぱり公民館の方を通じて、次の後任の方を見つけました。 

さっきありましたが、中央指導といって、市役所から駅中とか、あの辺のロブレから東口を

行くルートがあるんですけど、ロブレとか行き当たりの近辺には、茶髪で座って集団でタバコ

吸ってるような、ちょっと声を掛けがたいような集団に出くわすこともあるんですけど、我々

は素人なので、そういった集団に出くわした時に、さっき話しました、この総括指導員という警

察の OB の方が、全然何もすることなくですね、道を開いていただいているような方だったん



ですね。だから今回の新任の方も、警察の OB だってお聞きしたので、きっと任せて先導を行

ってもらえる人かな、みたいには思っておりますので、良かったと思っております。以上です。 

〇濱口教育長 

ありがとうございました。他にいかがですか。よろしいですか。じゃあ、それではですね、議

案第 1号に関して、特にご意見もないということでよろしいでしょうか。はい、それでは議案第

1号につきまして、原案どおり決定いたします。 

続きまして、生涯学習文化課望月課長、議案第 2号をお願いいたします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい、生涯学習文化課です。よろしくお願いします。46 ページをお願いいたします。件名は

小山市社会教育指導員の任用についてでございます。趣旨は、設置に関する規則に基づきま

して、任用するものです。任用期間は、この 4月 1日から 3月 31日までに 1年間となってお

ります。任用者でございますが、別紙名簿の通りということで、47ページの一覧をお願いいた

します。今回、12 名の方が任用となりますが、9 名の方が継続です。そして、新任の方が 3 名

です。まず 6番の方ですが、４月から生井公民館勤務としたいと思います。そして、7番の方で

すが、4 月からは、寒川公民館勤務としたいと思います。そして、9 番の方ですが、中公民館勤

務としたいと思います。その他の方は継続で同じ場所で勤務ということになります。簡単です

が説明の方は以上ですよろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい、ありがとうございました。ただいまの説明に関しましてですね、何か委員の方から質

疑、意見ございますか。よろしいですか。 

〇岩井教育委員 

今回は 7 番の寒川公民館の新しくなる方なんですが、今の方が今回 3 月で終わりというこ

とで、これって定年年齢みたいな決まった年齢の基準みたいなのがあるんですか。 

〇望月生涯学習文化課長 

原則として３年で次の方にお譲りいただきたいと思います。中にはどうしても見つからない

場合があります。そういった場合には 4年目に入った方もいらっしゃいます。 

〇岩井教育委員 

期間で原則 3年ということですね。 

〇濱口教育長 

あと、よろしいですか。それでは、この議案第 2 号に関しまして、このメンバー案が提案され

ましたが、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは、議案第２号につきましては、原案

どおり決定いたします。 

続きまして、議案第 3号です。これは望月課長でいいですか。はい。よろしくお願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

こちらは車屋美術館の案件です。車屋美術館長の任用についてでございます。現在、中野館

長が務めております館長の職務ですが、この3月31日をもってご退任されます。新しく現在、



武蔵野大学の教育学部の教授であり、日本美術家館連盟の会員であります生井亮司様を新し

く委嘱しようするものでございます。3 番が生井亮司さんの略歴でございます。職歴はご覧の

とおりです。委嘱期間は 4月 1日から 3月 31日の１年間ということでございます。勤務日数

として記載のとおりでございます。なお生井亮司さんにつきましては本年度の 4 月に生井亮

司彫刻展と題して車屋美術館において企画展を開催したときにご協力をいただきました。簡

単でございますが説明以上になります。よろしくお願いします 

〇濱口教育長 

それではこの議案第 3 号に関しまして何かご質問等ありましたらお願いします。よろしいで

すか。はい、それでは、この議案第 3号につきましては。原案どおり決定いたします。 

続きまして、生涯スポーツ課、議案第 4号です。篠崎課長、お願いします。 

〇篠崎生涯スポーツ課長 

生涯スポーツ課です。56ページをご覧ください。では、令和8年、9年度の小山市スポーツ

推進委員の委嘱についてでございます。趣旨といたしましては、スポーツ基本法第 3２条に基

づきまして、小山市スポーツ推進員設置規則第 4条により、委員を委嘱するものでございます。

委嘱期間は、令和８年 4月 1日から令和 10年 3月 3１日までの２年間となります。名簿につ

きましては、57ページから 58ページとなります。57ページの 9番から 11番までの方が、

3 名が新任となりまして、それ以外は継続となっております。委員の定数につきましては 36

名となりまして、それに届いておりませんが、31名の委員の委嘱となっております。 

その推進委員につきましては、小山市のスポーツイベント、サイクルフェスタや春マラソンな

どに協力いただいているほか、学校や公民館、学童クラブなど、生涯学習センターなどで行っ

ているニュースポーツの出前講座に協力いただいております。歩け歩け運動などを企画してい

ただいておりまして、市民１人１スポーツの推進に取り組んでいただいております。以上になり

ます。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

それではすみません。第 5号も続けてお願いします。 

〇篠崎生涯スポーツ課長 

65 ページをご覧ください。こちらにつきましては、趣旨としたしまして、小山市スポーツ推

進審議会条例第 2条第 3条に基づきまして委嘱するものでございます。委嘱機関については、

こちらも令和 8年4月 1日からの2年間となっております。名簿につきましては、66ページ

になっております。10名の委員のうち、3名が新任となりまして、5番と 8番と 10番につき

ましては、現在、団体から推薦をお待ちしている状態ですので、今年度の体制が決まりました

ら、推薦をいただくものとなります。 

こちらの委員につきましては、小山市でのスポーツ推進基本計画の策定など、現在は第4期

計画が令和 6 年に決まったところですが、そういう基本計画や、スケートボードパークの基本

構想の策定も行ったところですが、そういう計画や構想につきまして、審議いただくことが生

じたときに委員会を開催していただいてもらっております。よろしくお願いします。 



〇濱口教育長 

はい、ありがとうございました。 

最初の方のスポーツ推進委員というのは現場の手伝いといった活動をしていただく方で、

スポーツ推進審議会員となるとその全体の動きとか、構想を相談する方で認識でいいですか

ね。 

〇篠崎生涯スポーツ課長 

その認識で問題ございません。審議会の方は、審議事項があるときに開きますので、今年度

は開催がなく、来年度も必要なときに開くようになっています。 

〇濱口教育長 

必要なときに集まって意見を言う。重鎮ですね、要するに。 

〇篠崎生涯スポーツ課長 

いろいろ意見をいただくような形になります。 

〇濱口教育長 

分かりました。では、今の 2 つ議案ですか、これについて何かご質問等があればお願いしま

す。 

〇大橋教育委員 

委員さんについては特に問題ないんですけれども、60 ページの規則があるかと思うんです

が、第 3条、定数は36名とするって書いてあって、36名以内ということは、最大は36であ

って、31 名になっていて、36 名の定員には達していないんですけれども、いろいろ事務局と

しても働きかけても、上がってこないっていう風な感じでしょうか。ちょっと引っかかりました。 

〇篠崎生涯スポーツ課長 

今の委員のメンバーにつきまして、高齢の方といいますか、増えてきて本来は抜けたい方も

多い状態ですが、なかなか後任の方が見つからなかったり、今回新任の方につきましても一般

公募もしましたけどなかなか公募で集まることも少なく、また後任の方が見つからない状態で

人数を集めにしている状態ではあるんですけど。今回も減るかもしれない状況ではあったんで

すけど。人数もなるべく 36 名に近づけるよう集めたいところではあるんですが、この後も引

き続き現在の委員の皆様から引き受けていただいて、集められるように努力したいと思いま

す。 

〇大橋教育委員 

特に規則に書いてあるこの数字、ずっとこの 36 名が必要なんであれば、やっぱり足りない

っていうのは、ちょっと気になりました。特に問題ないんだったらいいんですけども、なり手が

いないっていうことであれば、30 名ぐらいとかね、以内とか、内とかね。そんな感じでぼやか

した方がいいんじゃないかなっていう風に思いました。 

〇篠崎生涯スポーツ課長 

法務係と相談して考えてみたいと思います。 

〇濱口教育長 



今の意見を検討していただくということで、よろしくお願いします。あと、よろしいですか。

それでは、議案第 4 号、第 5 号、委員の委嘱についての提案がございましたけれども、一部、

委員の定数について大橋委員からご意見がありまして、そのことは係で今後検討するという

前提で、原案どおりでよろしいでしょうか。それでは、議案第 4 号、第 5 号につきましては、原

案どおり決定いたします。 

続きまして、議案第 6号です。中央図書館江藤館長です。 

〇江藤中央図書館長 

それでは 70ページをお開きください。また、資料としまして、小山市読書活動推進計画案、

概要案が別冊となっておりますので、そちらをご覧ください。中央図書館からは、「小山市読書

活動推進計画」についてお諮りいたします。小山市では、平成 18年 3月に、「小山市子ども読

書活動推進計画」を作成して以来、子どもの読書環境の整備を推進してまいりました。令和 3

年 3月に第4期推進計画を策定して５年が経過し、その間、「視覚障害者等の読書環境の整備

の推進に関する法律」が施行され、栃木県では、令和 6 年 3 月に全ての県民を対象とした「栃

木県読書活動推進計画」を策定したため、小山市においても子どもから大人まで全ての世代が

障害の有無にかかわらず、生涯にわたって読書に親しむことができる環境づくりを推進するた

めの「小山市読書活動推進計画」を今年度、策定委員会・策定委員会専門委員会において検討

してまいりました。この度、計画がまとまりましたので改めてお諮りいたします。内容につきま

して、名称は「小山市読書活動推進計画」となります。計画期間は令和８年度から令和１3 年度

までの 6 年間です。これは県の計画と整合性を図るために、6 年間としております。計画の対

象は、子どもから大人まで、全ての世代の市民及び計画に関わる教育・福祉関係者等、読書活

動に関わる関係団体等とし、基本理念を、「本ある暮らしで、自分づくり、仲間づくり、地域づく

り～読書を通じてウェルビーイングの実現を！～」と定めました。計画の目標を、市民の一人ひ

とりが読書の楽しさを知り、本のある暮らしを定着させていくこととし、その判断の指標として、

1 ヶ月に本を一冊も読まない市民の割合、不読率と申しますが、そちらを下げることと設定し

ました。次のページ、（7）基本方針、施策、事業、取組一覧につきましては、定例教育委員会協

議事項でいただいた委員の意見を参考に、既に実施しているサービスを重点事業から外し、改

善の余地があり、さらに充実したい取組に絞りました。また、同様にご指摘があった計画案、こ

ちらは計画案の 32ページになりますが、「計画の体系と指標」については、施策に直接関係す

る指標に見直し、施策の展開における、こちらは 39ページですね、「青少年期における読書活

動の推進」につきましては、青少年支援課と協議をいたしまして、まずは情報提供から連携し

ていくということで、青少年支援課の名前も入れさせていただきました。以上よろしくお願い

いたします。 

〇濱口教育長 

はい、ありがとうございました。それでは今、議案第 6 号の説明がありましたけれども、この

件に関しまして何か、委員の方からございますか。 



江藤館長、あれですか、今回先ほど文科大臣の表彰を受けるということで、子どもの読書活

動を今まで頑張ってきたということで表彰されると思うんですが、そのような活動は今まで同

様にずっと続けていくというか、そういう前提で考えてよろしいですよね。 

〇江藤中央図書館長 

そこを盛り込んで対象を広げました。こども司書養成講座等のことも盛り込んで、さらに広

げたという形になります。 

〇濱口教育長 

県はやっぱり子どもから全世代に変わったんですか? 

〇江藤中央図書館長 

そうなんです。それが、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」といって、い

わゆる読書バリアフリー法ができたことに対して、やはりその計画が求められているというと

ころで、子どもだけから枠を広めているということなので、小山市もそれに倣いました。 

〇濱口教育長 

はい、ありがとうございました。それでは、よろしいですか。荒井委員お願いします。 

〇荒井教育委員 

すみません、一つお聞きしてもいいんですか。いろんな読書活動の取り組み素晴らしいと思

って、学校教育の中では移動図書館があったり、おすすめとかいろんな活動をしてもらって、

本当に家庭の中には、本が一冊もお家にないとか、読み聞かせをしてもらっていないとか、そ

ういう小学生がいたんですよね、過去にね。だから本当にこういう活動大切だなと思っていて、

何ヶ月かの子供に対して絵本をプレゼントするっていう。ブックスタートとかなんかの活動って

いうのは今も続いているのでしょうか。 

〇江藤中央図書館長 

お答えいたします。９ヶ月児健康相談というのがありまして、そこで絵本とこんにちは事業と

してそこにいらっしゃった親子に対して図書館の方で読み聞かせの効果を説明し、5 種類の本

からお気に入りを選んでいただきプレゼントするという事業をしています。 

〇荒井教育委員 

11 ページの基本の取り組み一覧の中に他市町図書館機関等との連携ってありますよね。特

に小山地区は下野とか結城とか野木町ですかね定住自立圏の中でいろんな施設の利用でサー

ビスというか、他市町住民と同じ金額で施設が利用できるとかをお聞きしているんですけど

も、図書館はあえてそういう料金的なものはないから、ただ自由に来ていいですよとかそうい

う程度なのか。特に何か具体的なサービスがあるのかというのをお聞きしたいなと思います。 

〇江藤中央図書館長 

ただいまの質問の方にお答えいたします。広域利用ということで、栃木県南公共図書館連絡

協議会と茨城県結城市、関東どまんなかサミット協議会で相互利用をやっていて、小山の図書

館を使っていただける、小山市民がそちらの市町の図書館を使えるということをしています。 



それぞれのサービスに多少制限もあるのですが、他の市町の住民の方が小山の図書館を使

う場合は、基本的に本の貸し出しはできます。ただ、CDとかDVDとか視聴覚のサービスの一

部制限がありまして、あと図書館だと、借りている本の予約とかリクエスト、厳密に言うと予約

というのは、借りられている本を次私に貸してねというようなことで、リクエストというのは、

図書館にないものを買ってくださいという、そういったサービスなんですが、広域利用の方に

ついては、リクエストができない。それはご自分のお住いの市町の図書館でということでお願

いしていることと、あと電子図書館についても、やはり契約上の縛りがあって、小山の図書館

では、小山市在住・在学・在勤の方のみということで広域利用の方と通常の小山市に住まいの

方在勤・在勤の方とは少しサービスの差が出ている場合があります。よろしくお願いいたしま

す。 

〇荒井教育委員 

はいありがとうございます 

〇濱口教育長 

大橋委員お願いします。 

〇大橋教育委員 

内容は素晴らしいと思います。我々の意見も取り入れていただきました。ありがとうござい

ます。ここまでできているので、ちょっと変えるのは難しいかなと思ったので、次期計画のとき

に参考にと思うんですが、私は総合計画の懇話会の委員になっていまして、あちらも 300 ペ

ージぐらい、すごい分厚い計画書なんですけれども。こちらの 63、64 ページに、用語解説っ

てありますよね。私は本編を読みながらこの言葉はあまり分からないなといったときにいちい

ち後ろの用語解説に戻ってまたっていうのはとても難しいなと思ったんですけれども、今回の

総合計画は全部本編のところにちょこちょことマークがあって説明が入っている。多少文字は

小さいんですけれどもそういった形の方がダーッと見たときに戻ったりしないで済むし、分か

らないけど飛ばしちゃおうみたいな感じがないので、間に入れていただくといいかなという風

な意見です。ここまで形になっちゃっているので全然入れられるんだったら前の方にと思った

んですが、どちらでも大丈夫です。ありがとうございます。 

〇江藤中央図書館長 

次回の参考にさせていただきます。 

〇濱口教育長 

ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。はい、それでは読書活動推進計画に関しましては、

意見ありましたけれども、原案どおり、今年度策定ということでよろしくお願いいたします。議

案第６号につきましては、原案どおり決定いたします。 

続きまして、教育総務課議案第 7号です。お願いします。 

〇日高教育総務課長 

教育総務課からは追加議案と書いてある別冊をご覧ください。説明の前に資料が当日配布

となったことに関しましてお詫び申し上げます。申し訳ございませんでした。 



早速ですが、説明をさせていただきます。サイバーセキュリティを確保するための方針につ

いてです。2 ページをご覧ください。要旨ですが、地方自治法の一部を改正する法律が令和 6

年 6 月 26 日に公布され地方公共団体におけるサイバーセキュリティを確保するための方針

等に係る規程、地方自治法第 244 条の 6 については令和 8 年 4 月 1 日に施行されること

とされました。本改正では、普通地方公共団体をはじめ、委員会などはサイバーセキュリティを

確保するための方針を定め公表しなければならないものとされました。このため、小山市教育

委員会において小山市で定めている小山市情報セキュリティポリシー、情報セキュリティ基本

方針を今回の地方自治法第 244 条の 6 第 1 項に示されているサイバーセキュリティを確保

するための方針として位置づけ、公表してよろしいかお諮りするものです。 

内容ですが、3 ページをご覧ください。こちらが、小山市が定める小山市情報セキュリティポ

リシー・情報セキュリティ基本方針となります。この方針は、小山市が保有する情報資産の情報

セキュリティ対策について基本的な事項を定めたものとなります。内容ですが、目的、用語の

定義、次のページでは、対象とする脅威に適用範囲、こちらの適用範囲の中に教育委員会も適

用されると記載されております。次のページでは職員等の厳守義務、情報セキュリティ対策な

どが記載されております。 

公表につきましては、情報政策課の方に依頼して、市としてまとめてホームページの方に掲

載する予定となっております。説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

今、説明が議案第 7号についてございましたが、何か質問とありますか。 

それでは、特に質問・意見等ないようですので、議案第 7 号につきましては、原案通り決定

いたします。 

続きまして、協議事項文化財課お願いします。 

〇星場文化財課長 

文化財課です。件名は、小山市文化財保護審議会への諮問事項についてです。趣旨ですが、

小山市指定記念物の指定解除を行うことについて小山市文化財保護条例に基づき小山市文

化財保護審議会に諮問するものです。諮問事項に付きましては小山市指定記念物「間々田八

幡宮のコナラ」の指定解除についてです。 

4 番、指定解除しようとする文化財の概要です。名称は、間々田八幡宮のコナラ、指定日が

昭和 55年 5月 1日、指定内容の変更が令和 7年 11月 1７日。５番経緯について、間々田八

幡宮境内のコナラのうち３本を「間々田八幡宮のコナラ」として指定し、保護を図っていました。

３本のコナラのうち２本がナラ枯れの被害により枯損・枯死したため、定例教育委員会に付議

し令和７年１１月に指定内容の変更を行い、指定のコナラは１本となりました。令和８年２月３日

に指定のコナラがナラ枯れの被害や腐朽の進行等により倒れ、令和８年２月１０日付けで滅失

等届が提出されたため、指定の解除についてお図りするものです。 

参考資料としまして保護条例および滅失届の写しを添付しております。 



７５ページをご覧ください。５番滅失の生じた日ということで、令和８年２月３日となってお

ります。６番管理の状況といたしまして、令和５年１０月にナラ枯れの症状が確認されたことか

ら、令和６年４月に近隣すべてのコナラに対策を行いました。今回指定解除を行うコナラ（ロ）

については、令和６年度に再度ナラ枯れの被害がありましたが、軽微であったため枯損した枝

の剪定を行いました。令和７年度には、若芽の芽吹きが確認され、樹勢の回復の兆しが認めら

れたため、６月に薬剤散布を行い、文化財保護審議委員や樹木医による助言のもと経過観察

を継続してきました。7 番目、滅失の原因等につきましては、ナラ枯れの被害や腐朽の進行に

より倒木したというものになります。その後の措置としましては、倒木があったことが文化財

課に連絡があり、文化財課から公園管理者に連絡を行い、周辺を封鎖し立ち入りを規制しまし

た。７９ページをご覧ください。倒木前後の写真になります。コナラは、園内のスギに引っかか

るような形で倒れました。この後、１９日に強風によりスギごと倒れ道を塞いだため、２４日に

業者が入り撤去を行いました。以上よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい、議案第 7 号について今説明がありましたが、何か質問等ありましたらお願いします。

よろしいですか。 

はい。それでは、協議事項というので、特に何かお願いしたいとか、そういうことはないでし

ょうか。理解していただければよろしいということかな。はい。分かりました。じゃあ、その他と

して、こども教育課ですか。よろしくお願いします。 

〇佐山こども教育課長 

こども教育課としましては、令和 8 年 4 月 1 日より、小山市立学校職員安全衛生管理規程

の新規制定を目指して、今、準備をしております。本日の定例教育委員会の方に付議できるよ

うにということで、関係各課と調整をしておりましたが、例規改正の審査をおこなっておりまし

て、3月 31日の臨時教育委員会の方に付議をさせていただきまして、ご審議いただく予定で

ございますので、ご了承いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

それでは 3月 31日ということでよろしくお願いします。そ 

れではですね以上で報告事項審議事項協議事項一通り終わりましたが全体を通しまして何

か委員の方からございましたらお願いします。 

はい、それでは一応議題全て終了ということで事務局の方に戻します。 

〇前田教育総務係長 

ご審議いただきありがとうございました。次回は 3月 31日午前 9時 5分から 10時に、

こちらの教育委員会室で実施されます。所属長については、こちらを出席される方は付議事案

がある所属のみになりますので、ご確認をお願いいたします。 

定例教育委員会につきましては、令和 8年 4月 17日（金）午後 3時から、こちらの教育委

員会室で実施される予定になっておりますので、よろしくお願いいたします。 



例年、最初の定例教育委員会の後に、教育委員会の歓送迎会を実施させていただいていた

んですけれども、今回の 4 月 17 日が校長会のご予定と重なってしまっておりまして、別日程

で 4 月 22 日に実施させていただく予定になっております。関係者の皆様には詳細をご案内

させていただく予定ですので、ご予定の方よろしくお願いいたします。以上になります。 

〇濱口教育長 

はい、一応事務局へ戻したんですけど、もう一回もらっていいかな、いいですか。はい。それ

ではですね、大変ご苦労様でした。もう一回こっちへいただきまして、実は今年度末でですね、

先ほど議題の中にもありましたけども、中野館長がご退任になりますが、あわせて、小山市立

博物館の佐久間館長も今年度末でご退任ということになります。今日お出でになっております

ので、教育委員の皆様、それからこの委員会に出席している皆様にですね、佐久間館長からご

挨拶をいただきたいと思います。本当にご苦労様でした。お願いします。 

〇佐久間博物館長 

ありがとうございます。僭越ではございますが、せっかくの機会をいただきありがとうござ

います。3 月をもちまして、役職定年ということで退任ということになります。皆様方には大変

定例教育委員会でご迷惑をお掛けしたこともあったと思いますし、ご指導をいただいたことも

たくさんあったと感謝申し上げているところでございます。今後につきましては、まだ博物館

にしばらくおると思いますので、何卒よろしくお願い申し上げたいと思います。今年の 8 月に

は、新ほっしー号がリニューアルされますので、そちらもぜひご来場いただいてご見学いただ

ければと考えているところでございます。詳細はまた改めまして、新館長の方から説明、ご案

内等あるかと思いますので、よろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 

〇濱口教育長 

佐久間館長、大変ご苦労さまでした。また 4月以降もどうぞよろしくお願いいたします。 

はい。それでは、以上で３月の定例教育委員会を終わりにしたいと思います。お疲れさまで

した。 

                   閉会 午後４時４５分                 


